
 

 

 

 

１ 気温が x℃のとき、空気中を伝わる音の速さを毎秒 ym とすると、気温と音の速さの関係は 

次の式で表すことができる。 

y = 331.5 + 0.6 x 

(1) 気温が 5℃のときの音の速さを求めなさい。 

 

(2) 音の速さが毎秒 340.5m になるのは、 気温が何度のときか。 

 

(3) 気温が 35℃のとき、 雷が光ってから 4 秒後に音が聞こえた。 

このとき、雷までの距離は何 m と考えられるか。 

 

２ ある電話会社には、下の A,B２種類の料金プランがある。 

 月額基本料金 1 分あたりの通話料金 

A プラン 1000 円 30 円 

B プラン 2500 円 15 円 
 

(1)  A プランで１ヶ月に５０分通話したときの使用料はいくらか。 

 

(2) １ヶ月の通話時間を x 分、１ヶ月の使用料を y 円として、A プランと B プランをそれぞれ 

y を x の式で表しなさい。 

 

(3)  １ヶ月の使用料が何分を超えると、B プランの方が A プランより使用料が安くなるか。 
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１ y = 331.5 + 0.6 x 

(1)  y = 331.5 + 0.6 x に気温 x＝5 を代入、y = 331.5 + 0.6✕5＝334.5 

                              答え  毎秒 334.5 ｍ 

(2)  y = 331.5 + 0.6 x に速さ y＝340.5(ｍ)を代入する。 340.5= 331.5 + 0.6 x 

   0.6 x ＝340.5－331.5 → 0.6 x ＝9 → x ＝15    答え 15℃ 

(3)  35℃のときの、音の速さは、y = 331.5 + 0.6 x に、x＝35 を代入 

＝331.5 + 0.6 ✕35＝352.5ｍ/秒      

    雷までの距離＝速さ✕時間＝352.5✕４＝1410      答え 1410ｍ 

２ 

  月額基本料金 1 分あたりの通話料金 

A プラン 1000 円 30 円 

B プラン 2500 円 15 円 
 

(1)  料金を表のから式で表すと、A プラン y＝30x＋1000  B プラン y＝15x＋2500 

   となるので、プラン y＝30x＋1000 に x に 50 を代入すると、 

y＝30✕50＋1000＝2500                答え 2500 円 

(2)  (1)より 料金を表のから式で表すと、 

答え A プラン y＝30x＋1000  B プラン y＝30x＋1000 

(3)  A プラン、B プランの２つの使用料が等しくなるのは、 

     30x＋1000＝15x＋2500 とおくと、15 x＝1500 → x＝100 

     グラフで書くとわかりやすい。 

     100 分を超えると B のほうが 

     やすくなる。 
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